
週刊「医学のあゆみ」バックナンバー
○ 通　　常　　号：定価 1,650 円（本体 1,500 円＋税 10%）　●第 1 土曜特集：定価 2,970 円（本体 2,700 円＋税 10%）毎月第 1 週
★ 第 5 土曜特集：2024 年 定価 6,600 円（本体 6,000 円＋税 10%）／2025 年 6,820 円（本体 6,200 円＋税 10%）年 4～5 回

2024年
●“かたちづくり”を制御する分子メカニズム　7月6日 290巻1号
　企画：栗原 裕基（東京大学）
○  フェロトーシス（鉄依存性細胞死） 
―そのメカニズムの解明と，治療への応用　7月13日 290巻2号

　企画：岩井 一宏（京都大学）
○ 気候変動と医療　7月20日 290巻3号
　企画：橋爪 真弘（東京大学）
○ 量子生命科学の医学領域への展開　7月27日 290巻4号
　企画：馬場 嘉信（量子科学技術研究開発機構）
● 乳癌のすべて2024　8月3日 290巻5号
　企画：佐治 重衡（福島県立医科大学）
○  新規がん免疫療法としての 

T－cell engagerの進歩と可能性　8月17日 290巻6・7号
　企画：吉田 達哉（国立がん研究センター）
○  糖尿病の個別化食事療法を考える 
―糖質制限 vs. カロリー制限を超えて　8月24日 290巻8号

　企画：佐藤 淳子（順天堂大学）
★  内分泌疾患の温故知新 
―日本内分泌学会創設100周年を目前にして　8月31日 290巻9号

　企画：槙田 紀子（東京大学）
● 性差医学の現在地―最新知識とエビデンス　9月7日 290巻10号
　企画：片井 みゆき（政策研究大学院大学）
○ 拡大新生児スクリーニング検査の成果と展望　9月14日 290巻11号
　企画：八角 高裕（京都大学）
○  SGLT2阻害薬を再考する―機序・効果・安全性の最新情報　9月21日 290巻12号
　企画：金﨑 啓造（島根大学）
○ プレコンセプションケアの現状と課題　9月28日 290巻13号
　企画：金子 佳代子（国立成育医療研究センター）
● アトピー性皮膚炎の治療を網羅する　10月5日 291巻1号
　企画：大塚 篤司（近畿大学）
○  セラノスティクス―PET画像診断から核医学治療へ　10月12日 291巻2号
　企画：渡部 直史（大阪大学）
○  好酸球細胞外トラップと疾患―“エフェクター細胞”の新しい視点　10月19日 291巻3号
　企画：植木 重治（秋田大学）
○ 生体信号を活用した医療AIの臨床応用に向けて　10月26日 291巻4号
　企画：藤原 幸一（名古屋大学）
● 腸内フローラの研究進展と臨床応用　11月2日 291巻5号
　企画：竹田 潔（大阪大学）
○  ミトコンドリア―種々の疾患との関連と新規治療法の

ターゲットとしての可能性　11月9日 291巻6号
　企画：遠藤 逸朗（徳島大学）
○ 脳血管内治療の最前線と近未来　11月16日 291巻7号
　企画：吉村 紳一（兵庫医科大学）
○ 進化する胎児治療―研究と臨床の最新情報　11月23日 291巻8号
　企画：左合 治彦（山王バースセンター）
★ 細胞外小胞・エクソソームの医療応用の未来　11月30日 291巻9号
　企画：藤田 雄（東京慈恵会医科大学）
● 生殖医学―基礎研究と実地診療の進歩　12月7日 291巻10号
　企画：山田 満稔（慶應義塾大学）
○ 脂質制御因子SREBPの新展開　12月14日 291巻11号
　企画：福原 淳範（大阪大学），下村 伊一郎（大阪大学）
○ サイバーセキュリティと医療情報保護　12月28日 291巻12・13号
　企画：美代 賢吾（国立国際医療研究センター）

2025年
● ゲノム解析時代の血液腫瘍学　1月4日 292巻1号
　企画：片岡 圭亮（慶應義塾大学）
○  巨大災害に備えるための災害医療―発災前の備え，発災直

後の体制，発災後中長期的健康課題の解決　1月11日 292巻2号
　企画：栗山 進一（東北大学）
○ 肝疾患の早期発見・早期治療の要となる肝機能検査　1月18日 292巻3号
　企画：竹原 徹郎（大阪大学）
○ 生物学的相分離と計測技術　1月25日 292巻4号
　企画：白木 賢太郎（筑波大学）
● ゲノム編集医療―最先端ツールからモデル，創薬，遺伝子治療へ　2月1日 292巻5号
　企画：真下 知士（東京大学）
○  PICS（集中治療後症候群）―ICU退室後に生じる身体・精神・認知機能障害　2月8日 292巻6号
　企画：井上 茂亮（和歌山県立医科大学）
○ 過労死等研究の現在地　2月15日 292巻7号
　企画：高橋 正也（労働安全衛生総合研究所）
○  健康日本21（第三次）の健康づくり戦略　2月22日 292巻8号
　企画：辻 一郎（東北大学）
● 神経変性疾患の分子病態解明と治療法開発　3月1日 292巻9号
　企画：勝野 雅央（名古屋大学）
○ 概日時計が制御する多面的な生理機構　3月8日 292巻10号
　企画：深田 吉孝（東京都医学総合研究所）
○ 進歩する循環器低侵襲治療　3月15日 292巻11号
　企画：坂口 太一（兵庫医科大学）
○ 科学的根拠に基づくがん検診 UPDATE 2025　3月22日 292巻12号
　企画：大内 憲明（東北大学病院）
★ 脳科学研究が推進する うつ病の病態・診断・治療の発展　3月29日 292巻13号
　企画：朴 秀賢（熊本大学）
●  健康危機への備えと対応―パンデミックと能登半島地震を踏まえた社会とシステムのあり方　4月5日 293巻1号
　企画：今中 雄一（京都大学）
○ ひきこもりの病態理解とその対応　4月12日 293巻2号
　企画：加藤 隆弘（北海道大学）
○ 知っておきたいVEXAS症候群―早期診断と治療　4月19日 293巻3号
　企画：桐野 洋平（横浜市立大学）
○ 少子化時代の妊孕性温存療法　4月26日 293巻4号
　企画：堤 治（山王病院）
● 成人先天性心疾患―各国のガイドラインに学ぶ　5月3日 293巻5号
　企画：石津 智子（筑波大学）
○  機能性神経障害（FND；ヒステリー）診療の近年の革命的変

化―COVID－19の影響も踏まえて　5月10日 293巻6号
　企画：園生 雅弘（帝京大学）
○ ストレス応答の分子メカニズム―最新知見と臨床応用への展望　5月17日 293巻7号
　企画：武川 睦寛（東京大学）
○ レーザー医学の最前線―知られざる現状とその新展開　5月24日 293巻8号
　企画：中村 哲也（獨協学園姫路先端医療研究センター）
★  マルチオミクスが解き明かす疾患の本質―統合的アプローチによる新たな知見　5月31日 293巻9号
　企画：鈴木 穣（東京大学）
● 肥満症―代謝異常から全身性疾患へのパラダイムシフト　6月7日 293巻10号
　企画：小川 渉（神戸大学）
○ データシェアリングと個人情報保護の課題　6月14日 293巻11号
　企画：米村 滋人（東京大学）
○  造血器腫瘍の遺伝子パネル検査の臨床的意義―診断精度向

上，予後層別化，個別化治療への応用　6月21日 293巻12号
　企画：赤司 浩一（九州大学）
○ 神経回路の機能発達と障害―基礎研究からヒト病態へ　6月28日 293巻13号
　企画：岡部 繁男（東京大学）
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